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畿央大学

大学院教育学研究科シンポジウム

「憐れみ」で終わらせない

障害理解教育

－何が社会的不利益を生み出すのかを考えるために－

申込方法 申込フォーム（右記 コード）からお申込みください。
※ 講演が で視聴できる環境が整いましたら、申込みメールアドレス宛に

事前視聴用 と （ウェビナー）の をお知らせします。【 月中旬予定】
※ 事前講演を で視聴のうえ、シンポジウム当日に で参加してください。

申込締切 年 月 日（金）正午 ※定員になり次第、受付終了します。

参 加 費 無料（定員 名）

シンポジウム
（オンライン開催）

にて、 月中旬～ （土）限定公開 【裏面参照】講演 事前視聴）

▶日時： 土 ： ～ ： 趣旨説明・話題提供

後援予定 奈良県教育委員会 広陵町教育委員会 香芝市教育委員会 大和高田市教育委員会

畿央大学大学院教育学研究科では、現代の教育課題の中から「生徒指導」「特別支援教育」「ＩＣＴ」
の３分野に焦点を当て、現場の学校教員をはじめとして教育に関わる社会人に教育実践力を養う教育課
程の実施と教育課題の解決に向けての研究活動に取り組んでいます。
今回は、研究活動の中から、「特別支援教育」の分野でシンポジウムを実施します。
テーマは“「憐れみ」で終わらせない障害理解教育：何が社会的不利益を生み出すのかを考えるため
に”です。

： ～ ： 全体討議



畿央大学大学院教育学研究科シンポジウム

にて、 （土）まで限定公開します！
①～③の講演を事前視聴のうえ、シンポジウムには （ウェビナー）で

ご参加ください。

①「人間の〈しょうがい（ ）〉を
どのように理解する必要があるのか？
—〈しょうがい（ ）〉理解教育の創造の手がかりのために—」

木全 和巳氏 （日本福祉大学 社会福祉学部社会福祉学科 教授）

②「女という『不利益』」
あかたちかこ氏 （京都精華大学 非常勤講師）

③「日本における障害理解教育研究の概観と課題」
大久保賢一 （畿央大学大学院 教育学研究科 教授）

※講演が視聴できる環境が整いましたら、申込みメールアドレス宛に、 の と

ウェビナー の をお知らせします。【 月中旬予定】

講演（事前視聴）

学校現場において、子どもたちが「障害」について系統的に学ぶ「障害理解教育」の必要性は認識されつつ

あり、学習指導要領やインクルーシブ教育システム構築の文脈において「障害理解」に関連する「交流及び共

同学習」の推進の重要性が示されています。しかし、実際に「何を」「どのように」行えばよいのか、具体的

なところまで検討を深めていくことは容易ではありません。

ある文脈において「障害者」とカテゴライズされる人々の存在を認識すること、及びそのような人々がどの

ような困難に直面し得るのかについて知識を獲得することは「障害理解」の基礎的な段階として必要であるか

もしれません。しかし、例えばただ車椅子の使用を体験したり、アイマスクをつけて擬似的な視覚障害を体験

したりすることに留まっていては「この人たちは可哀想だ」という「憐れみ」を子どもたちに生じさせてしま

う結果に繋がりかねません。「憐れみ」がネガティブな態度や行動を抑制したり、自発的な援助行動に結びつ

いたりする可能性はあるかもしれませんが、「憐れみ」に基づく変容が果たして妥当であるといえるのか否か、

それが推奨される社会の在り方が正しいといえるのか否かについては相当の議論の余地があると考えます。

私たちは、子どもたちに「なぜ『障害』が社会的な不利益に繋がるのか」という構造に対して目を向けても

らうことが必要であると考えています。そして単に「憐れみ」を持つことを超えて、様々な「不公正」を現実

的に是正していく社会の構成員を育成することこそが重要であると考えています。そこで今回のフォーラムで

は、様々な差別と関連づけ、人権の問題として「障害」を捉え直すことを通してこのテーマについて検討を重

ねていきます。

お問い合わせ 畿央大学総務部 教育学研究科研究会係

「憐れみ」で終わらせない障害理解教育
－何が社会的不利益を生み出すのかを考えるために－


